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論
文
要
旨

　
本
稿
は
、
観
光
地
に
お
け
る
住
宅
不
足
や

地
域
負
荷
の
問
題
に
着
目
し
、
観
光
産
業
の

持
続
的
発
展
に
向
け
た
新
た
な
仕
組
み
と
し

て
「
移
住
型
観
光
フ
ァ
ン
ド
」
を
提
案
す
る

も
の
で
あ
る
。
近
年
、
離
島
や
観
光
地
で
は

観
光
客
の
急
増
に
よ
り
、
住
宅
価
格
や
家
賃

の
高
騰
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
へ
の
影
響

が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
全
国
の
過

疎
地
域
で
は
人
口
減
少
に
よ
り
空
き
家
や
遊

休
施
設
が
増
加
し
て
お
り
、
地
域
の
活
力
低

下
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ

の
問
題
を
観
光
産
業
の
未
来
像
と
し
て
捉

え
、
宮
古
島
の
事
例
を
手
が
か
り
に
、
観
光

が
地
域
を
本
当
に
豊
か
に
す
る
た
め
の
条
件

を
探
り
、
観
光
産
業
へ
の
新
し
い
提
言
を
示

す
。
提
案
す
る
モ
デ
ル
は
、
移
住
型
観
光
を

核
と
し
た
解
決
策
で
あ
り
、
観
光
、
移
住
、

投
資
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
で
、
観
光
地
の
課

題
を
解
決
し
、
地
域
と
訪
問
者
の
双
方
に
持

続
的
な
幸
せ
を
も
た
ら
す
仕
組
み
で
あ
る
。

①
老
朽
ホ
テ
ル
や
企
業
・
公
共
の
遊
休
施
設

を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
②
中
期
滞
在
型
の

「
移
住
準
備
施
設
」
と
し
て
運
営
、
③
地
元

住
民
が
運
営
協
力
す
る
こ
と
で
低
廉
な
居
住

を
可
能
と
し
、
④
観
光
型
地
域
フ
ァ
ン
ド
に

よ
り
投
資
家
も
参
加
す
る
「
共
創
型
観
光
モ

デ
ル
」
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
観
光
と

移
住
を
段
階
的
に
接
続
し
、
関
係
人
口
の
拡

大
と
地
域
の
持
続
的
成
長
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
指
す
。
本
稿
は
、
観
光
の
光
と
影
を
直

視
し
つ
つ
、
住
宅
・
雇
用
・
投
資
を
一
体
化

し
た
「
移
住
型
観
光
フ
ァ
ン
ド
」
の
構
想
を

提
示
す
る
こ
と
で
、
観
光
産
業
が
真
に
地
域

を
豊
か
に
す
る
未
来
像
を
描
く
。

　
序
章
：
観
光
発
展
は
地
域
を
幸
せ
に
す
る

の
か

　
「
観
光
は
、
本
当
に
地
域
を
幸
せ
に
し
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
」

　
私
が
初
め
て
沖
縄
の
離
島
で
あ
る
宮
古
島

に
通
い
始
め
た
の
は

年
前
、
ま
だ
観
光
客

も
今
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
頃
だ
。
青
い
海
と

人
の
温
か
さ
に
魅
了
さ
れ
、
や
が
て
家
族
で

移
住
を
決
意
し
た
。
し
か
し
、
い
ざ
住
む
場

所
を
探
す
と
、
現
実
は
厳
し
か
っ
た
。
空
い

て
い
る
家
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
家
賃
は
東
京

並
み
に
高
い
。
地
元
の
人
も
同
じ
よ
う
に
、

住
ま
い
の
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
と
い
う
。

　
観
光
客
は
増
え
て
い
る
。
空
港
に
は
毎
日

の
よ
う
に
飛
行
機
が
降
り
立
ち
、
ホ
テ
ル
も

建
ち
並
ぶ
。
し
か
し
そ
の
光
の
裏
で
、
住
宅

不
足
や
生
活
環
境
へ
の
負
荷
と
い
う
「
影
」

も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
観
光
の
発
展
が
、

必
ず
し
も
地
域
住
民
の
幸
せ
に
直
結
し
て
い

な
い
現
実
を
、
私
は
現
地
で
肌
で
感
じ
た
。

　
観
光
は
地
域
を
豊
か
に
す
る
―
―
そ
れ

は
、
日
本
の
観
光
政
策
や
地
方
創
生
の
前
提

と
し
て
長
ら
く
語
ら
れ
て
き
た
。
観
光
客
が

訪
れ
、
消
費
が
生
ま
れ
、
雇
用
が
増
え
る
。

地
域
経
済
は
活
性
化
し
、
人
口
減
少
に
も
歯

止
め
が
か
か
る
―
―
そ
の
は
ず
だ
っ
た
。
し

か
し
、
観
光
発
展
は
本
当
に
地
域
を
幸
せ
に

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
観
光
客
が
急
増
し

た
一
部
の
地
域
で
は
、
生
活
イ
ン
フ
ラ
の
逼

迫
や
住
宅
不
足
、
地
価
高
騰
な
ど
、
観
光
が

も
た
ら
す
負
の
側
面
が
顕
在
化
し
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
機
会
も
、
こ
れ
ま
で
に
比
べ
て
相
当
に

増
え
た
よ
う
に
感
じ
る
。
観
光
に
は
、
地
域

に
利
益
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
生
活
基
盤
を

揺
る
が
し
、
地
元
住
民
の
暮
ら
し
を
圧
迫
す

る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
負
の
側
面
か
ら
目

を
背
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
の
先
行
事
例
が
、
沖
縄
県
宮
古
島
で
あ

る
。
こ
の
島
は
、
美
し
い
海
と
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
急
増

し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
住
宅
不
足
と

賃
料
高
騰
が
深
刻
化
し
、
地
元
住
民
で
さ
え

住
む
場
所
を
確
保
で
き
な
い
状
況
が
生
ま
れ

て
い
る
。
観
光
客
を
受
け
入
れ
る
リ
ゾ
ー
ト

は
増
え
て
も
、
島
に
暮
ら
す
人
々
は
生
活
の

不
安
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の
構
図
は
、
宮
古

島
だ
け
の
特
殊
事
情
で
は
な
い
。
観
光
客
増

加
と
人
口
減
少
が
交
錯
す
る
地
域
で
は
、
観

光
と
生
活
の
衝
突
は
今
後
ま
す
ま
す
顕
在
化

す
る
可
能
性
が
あ
る
。
日
本
の
観
光
産
業
が

次
の

年
を
見
据
え
る
上
で
、
観
光
発
展
と

地
域
生
活
の
両
立
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
宮
古
島
の
事
例
を
通

じ
て
観
光
産
業
の
光
と
影
を
見
つ
め
、
観
光

と
地
域
が
真
に
共
生
す
る
未
来
像
を
描
く
た

め
に
、
移
住
型
観
光
と
資
本
循
環
モ
デ
ル
と

い
う
新
し
い
解
決
策
を
提
言
す
る
。

　
第
１
章
：
地
方
移
住
と
観
光
の
現
状

　
日
本
の
地
方
は
、
深
刻
な
人
口
減
少
と
高

齢
化
に
直
面
し
て
い
る
。
総
務
省
の
「
住
民

基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
・
人
口
動
態
お
よ

び
世
帯
数
」
（
２
０
２
５
年
）
に
よ
れ
ば
、

総
人
口
は
１
億
２

４
３
３
万
人
と
な
り
、


年
連
続
で
減
少
し
た
。
特
に
若
年
層
の
都

市
流
出
が
顕
著
で
、
増
田
寛
也
（
２
０
１
４

・
２
０
２
４
）
の
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
報

告
で
も
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
２
０
５
０
年
に

は
全
国
市
町
村
の
半
数
近
く
が
存
続
の
危
機

に
直
面
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
観
光
産
業
は
、
日
本
に
お

け
る
地
域
経
済
の
柱
と
し
て
注
目
さ
れ
続
け

て
き
た
。
と
り
わ
け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
を
受
け
た
２
０
２
０
年
以
降
、
観
光

業
は
そ
の
回
復
力
と
経
済
波
及
力
を
改
め
て

問
わ
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
庁
の

『
令
和
７
年
版
観
光
白
書
』
に
よ
れ
ば
、
２

０
２
４
年
の
日
本
人
に
よ
る
国
内
旅
行
消
費

額
は
約

・
１
兆
円
と
過
去
最
高
を
記
録
し

た
一
方
で
、
延
べ
旅
行
者
数
は
５
・
４
億
人

と
、
２
０
１
９
年
比
で
依
然
８
・
２
％
減
と

な
っ
て
お
り
、
「
消
費
は
回
復
し
て
い
る
が

人
数
は
戻
り
き
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
状
況

が
浮
か
び
上
が
る
。
現
状
で
は
、
観
光
客
は

一
過
性
の
消
費
者
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
多

く
、
長
期
的
な
地
域
定
着
に
は
つ
な
が
り
に

く
い
。
観
光
依
存
型
経
済
は
、
繁
忙
期
だ
け

活
況
を
呈
し
、
閑
散
期
に
は
停
滞
す
る
季
節

変
動
リ
ス
ク
を
抱
え
る
構
造
で
あ
る
。

　
こ
の
課
題
を
補
う
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
が
、
観
光
か
ら
移
住
へ
の
接
続
を
意
識

し
た
取
り
組
み
で
あ
る
。
近
年
は
総
務
省
・

観
光
庁
が
「
関
係
人
口
」
「
二
地
域
居
住
」

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
を
推
進
し
、
観

光
と
定
住
の
中
間
領
域
を
広
げ
る
政
策
を
進

め
て
い
る
（
総
務
省
「
関
係
人
口
ポ
ー
タ

ル
」
）
。
実
際
に
、
多
拠
点
生
活
を
実
践
し

て
い
る
人
は
２
０
２
０
年
時
点
で
約
６
１
７

万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（
一
般
社
団
法
人

不
動
産
流
通
経
営
協
会
「
複
数
拠
点
生
活
に

関
す
る
基
礎
調
査
」２
０
２
０
年
）。ま
た
、

国
土
交
通
省
の
調
査
で
は
、
移
住
や
観
光
で

も
な
く
、
単
な
る
帰
省
で
も
な
い
、
日
常
生

活
圏
や
通
勤
圏
以
外
の
特
定
の
地
域
と
継
続

的
か
つ
多
様
な
関
わ
り
を
持
つ「
関
係
人
口
」

に
つ
い
て
、
実
態
把
握
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
令
和
５
年
版
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
全
国

の

歳
以
上
の
居
住
者
約
１
０

２
７
５
万

人
の
う
ち
、
２
割
強
に
あ
た
る
約
２

２
６

３
万
人
（
推
計
値
）
が
特
定
の
地
域
に
継
続

的
か
つ
多
様
な
形
で
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
い
る
（
国
土
交
通
省
「
地
域
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
の
全
国
調
査
（
２
０
２

３
）
」
）
。

　
し
か
し
、
地
方
移
住
の
定
着
率
は
必
ず
し

も
高
く
な
い
。
移
住
経
験
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
す
で
に
移
住
を
や
め
た
移
住
者
の

う
ち
、
約

％
が
移
住
後
３
年
以
内
に
都
市

部
へ
戻
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
が
あ
り
、
定

着
率
の
低
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る

（
イ
エ
コ
ン
調
査
、
２
０
２
５
）
。
ま
た
、

国
土
交
通
省
の
『
生
活
意
識
・
行
動
変
化
調

査
』
で
も
、
移
住
後
の
最
大
の
懸
念
事
項
と

し
て
住
居
・
仕
事
・
地
域
の
人
間
関
係
が
挙

げ
ら
れ
て
お
り
、
制
度
面
の
支
援
だ
け
で
は

定
着
に
結
び
つ
か
な
い
現
実
が
あ
る
。
こ
の

分
野
の
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
沖
縄
県
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
移
住
者
を
対
象
に
し
た
調
査

か
ら
、
離
脱
要
因
を
「
仕
事
の
不
安
定
さ
」

「
地
域
と
の
関
係
構
築
の
難
し
さ
」
「
生
活

イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
」
「
期
待
と
現
実
の
ギ

ャ
ッ
プ
」
「
家
族
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変

化
」
と
い
っ
た
複
数
の
側
面
か
ら
分
析
し
て

い
る
。
（
小
原
満
春
（
２
０
２
４
）
「
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
移
住
者
の
移
住
地
か
ら
の
離
脱

と
関
係
人
口
へ
の
可
能
性
―
沖
縄
県
の
事
例

―
」
）

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
放
置
し
た
ま
ま
、
観
光

か
ら
移
住
へ
の
直
線
的
転
換
を
図
っ
て
も
、

定
住
率
向
上
は
難
し
い
。
観
光
を
入
り
口
と

し
つ
つ
、
移
住
後
の
生
活
実
態
を
踏
ま
え
た

段
階
的
な
関
与
モ
デ
ル
の
設
計
が
求
め
ら
れ

る
。
次
章
で
は
、
こ
の
課
題
が
最
も
先
鋭
的

に
表
れ
て
い
る
沖
縄
・
宮
古
島
の
事
例
を
取

り
上
げ
、
観
光
が
地
域
生
活
に
及
ぼ
す
影
響

を
具
体
的
に
検
討
す
る
。

　
第
２
章
：
宮
古
島
に
見
る
「
観
光
と
生
活

の
衝
突
」
事
例

　
沖
縄
県
宮
古
島
は
、
美
し
い
海
と
自
然
環

境
を
有
す
る
国
内
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
あ

る
。
宮
古
島
市
に
よ
れ
ば
、
宮
古
島
の
入
域

観
光
客
数
は
２
０
２
４
年
度
に
お
い
て
１
１

９
万
２

８
７
１
人
に
達
し
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
水
準
を
上
回
っ
た
。
島
の
人
口
は
約
５
万

５
千
人
に
過
ぎ
ず
、
年
間
観
光
客
は
人
口
の

約

倍
に
相
当
す
る
。
観
光
収
入
は
一
見
す

る
と
地
域
経
済
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。

　
し
か
し
、
現
地
生
活
に
目
を
向
け
る
と
、

観
光
発
展
が
深
刻
な
住
宅
不
足
と
生
活
基
盤

の
不
安
定
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
宮
古
島

市
や
不
動
産
関
係
者
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
か

つ
て
ワ
ン
ル
ー
ム
の
賃
料
は
月
３
～
４
万
円

台
で
あ
っ
た
が
、
観
光
開
発
と
建
築
資
材
高

騰
の
影
響
で
、
現
在
は
７
～
８
万
円
を
超
え

る
相
場
と
な
り
、
新
築
物
件
は

万
円
超
に

達
し
て
い
る
。
お
き
ぎ
ん
経
済
研
究
所
に
よ

る
「
お
き
ぎ
ん
賃
料
動
向
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
調

査
（
２
０
２
４
年
）
」
に
よ
れ
ば
、
宮
古
島

を
は
じ
め
と
す
る
県
内
の
新
築
賃
貸
住
宅
は

対
前
年
＋

％
で
増
加
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
稼
働
率
は
県
平
均
で

・
４
％
、
宮

古
島
市
に
至
っ
て
は

・
０
％
と
、
極
め
て

高
い
水
準
が
続
い
て
お
り
、
住
宅
の
不
足
感

が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
賃
料
は
新
築
・

中
古
と
も
に
宮
古
島
市
が
県
内
で
も
圧
倒
的

に
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
地
価
も
急
上
昇
し
て
い
る
。
国
土
交
通
省

「
公
示
地
価
」（
２
０
２
５
年
）に
よ
れ
ば
、

宮
古
島
市
の
地
価
平
均
は
約

・
６
万
円
／

坪
で
、
前
年
比
＋

・

％
と
全
国
有
数
の

伸
び
率
で
あ
る
。
こ
の
地
価
高
騰
は
住
宅
建

設
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
、
賃
料
上
昇
と
供
給

停
滞
に
直
結
し
て
い
る
。

　
住
宅
不
足
は
、
観
光
産
業
の
労
働
力
確
保

に
も
影
響
す
る
。
ホ
テ
ル
・
飲
食
店
な
ど
の

採
用
に
お
い
て
、
従
業
員
が
入
居
で
き
る
住

宅
が
見
つ
か
ら
ず
、
採
用
辞
退
や
早
期
離
職

に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
地
元
新
聞
報
道
を
中

心
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
短
期
貸

し
民
泊
や
リ
ゾ
ー
ト
型
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
の

増
加
に
よ
り
、
地
元
住
民
向
け
賃
貸
の
供
給

は
実
質
的
に
減
少
し
て
い
る
。こ
れ
に
よ
り
、

観
光
客
増
加
と
地
元
住
民
生
活
が
競
合
す
る

「
観
光
と
生
活
の
衝
突
」が
進
行
し
て
い
る
。

　
宮
古
島
の
事
例
は
、
観
光
発
展
が
必
ず
し

も
地
域
社
会
を
豊
か
に
す
る
と
は
限
ら
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
観
光
収
益
が
流
入
し

て
も
、
住
宅
・
人
材
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い

っ
た
生
活
基
盤
が
崩
れ
れ
ば
、
地
域
は
中
長

期
的
に
疲
弊
す
る
。
こ
の
構
図
は
、
北
海
道

ニ
セ
コ
、
京
都
市
、
伊
豆
半
島
な
ど
で
も
確

認
さ
れ
て
お
り
、
民
泊
増
加
や
リ
ゾ
ー
ト
開

発
に
よ
る
地
元
住
宅
不
足
・
賃
料
上
昇
は
全

国
的
な
課
題
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
宮
古
島
は
、
観
光
の
光
と
影
が
同
時
に
表

れ
る
先
行
的
警
鐘
モ
デ
ル
で
あ
る
。
次
章
で

は
、
こ
の
課
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、
観

光
と
移
住
を
接
続
す
る
「
移
住
型
観
光
」
モ

デ
ル
を
提
案
し
、
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展

に
向
け
た
道
筋
を
検
討
す
る
。

　
第
３
章
：
移
住
型
観
光
モ
デ
ル
の
設
計
と

理
論
的
背
景

　
宮
古
島
の
事
例
で
見
た
よ
う
に
、
観
光
の

発
展
は
短
期
的
な
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
一

方
で
、
住
宅
不
足
や
人
材
不
足
、
生
活
基
盤

の
不
安
定
化
と
い
っ
た
地
域
課
題
を
顕
在
化

さ
せ
る
。
こ
れ
を
克
服
す
る
に
は
、
観
光
を

「
移
住
へ
の
入
り
口
」
と
位
置
付
け
、
段
階

的
に
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
移
住
型
観

光
モ
デ
ル
の
構
築
が
有
効
で
あ
る
。

　
１

移
住
促
進
の
課
題
と
段
階
的
移
住
モ

デ
ル

　
多
く
の
自
治
体
が
移
住
促
進
策
を
打
ち
出

し
て
き
た
が
、
短
期
的
な
移
住
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
や
移
住
支
援
金
だ
け
で
は
定
住
率
が
低
い

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
先
行
研
究
で

指
摘
さ
れ
た
地
方
移
住
の
失
敗
要
因
を
解
決

す
る
た
め
、
本
研
究
で
は
段
階
的
移
住
モ
デ

ル
を
提
案
す
る
。
具
体
的
に
は
、
移
住
を
以

下
の
３
段
階
に
分
け
る
こ
と
で
、
生
活
・
仕

事
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
不
安
を
段
階
的
に
解

消
す
る
。

　
①
短
期
滞
在
（
観
光
・
体
験
）

　
数
日
～
１
週
間
の
滞
在
で
、
地
域
の
魅
力

や
暮
ら
し
の
雰
囲
気
を
体
験
す
る
段
階

　
②
中
期
滞
在
（
移
住
準
備
）

　
１
～
３
か
月
の
滞
在
を
通
じ
て
、
実
際
の

生
活
リ
ズ
ム
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
触

れ
る
段
階

　
③
長
期
定
住
（
移
住
・
地
域
参
画
）

　
地
域
と
の
関
係
性
が
形
成
さ
れ
、
生
活
基

盤
が
安
定
し
た
後
に
本
格
的
に
定
住
す
る
段

階　
こ
の
モ
デ
ル
に
よ
り
、
従
来
の
「
観
光
か

ら
直
ち
に
移
住
へ
」
と
い
う
断
絶
を
埋
め
、

移
住
の
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　
２

共
助
型
コ
リ
ビ
ン
グ
に
よ
る
施
設
設

計　
本
モ
デ
ル
の
中
核
と
な
る
の
は
、
短
期
・

中
期
の
観
光
客
と
地
域
住
民
が
と
も
に
利
用

者
と
し
て
、
運
営
と
生
活
を
共
助
す
る
複
合

施
設
で
あ
る
。
施
設
利
用
者
は
、
以
下
の
三

層
で
構
成
さ
れ
る
。

　
①
短
期
滞
在
者
（
観
光
客
）

　
ｏ
観
光
シ
ー
ズ
ン
の
宿
泊
者
と
し
て
施
設

の
主
収
益
源
と
な
る

　
ｏ
地
域
体
験
や
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
、
将
来
的
な
関
係
人
口
化
を
促
す

　
②
中
期
滞
在
者
（
移
住
希
望
者
）

　
ｏ
１
～
３
か
月
滞
在
し
、
生
活
し
な
が
ら

地
域
活
動
や
施
設
運
営
補
助
に
参
加

　
ｏ
将
来
的
な
移
住
候
補
者
と
し
て
地
域
社

会
に
緩
や
か
に
接
続
さ
れ
る

　
③
地
元
住
民
（
共
助
型
入
居
者
）

　
ｏ
住
宅
不
足
に
悩
む
地
元
住
民
（
若
者
・

子
育
て
世
帯
な
ど
）
が
、
施
設
運
営
の
一
部

（
清
掃
・
受
付
・
移
住
サ
ポ
ー
ト
）
を
担
う

代
わ
り
に
低
廉
な
家
賃
で
入
居

　
ｏ
施
設
の
人
手
不
足
解
消
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
形
成
に
寄
与

　
三
層
構
造
の
効
果
と
し
て
、
次
の
３
点
が

挙
げ
ら
れ
る
。

　
・
経
済
性
向
上
：
地
元
住
民
と
中
期
滞
在

者
の
共
助
に
よ
り
、
ホ
テ
ル
運
営
の
労
働
力

と
雇
用
を
確
保

　
・
社
会
的
価
値
：
地
元
の
住
宅
不
足
を
緩

和
し
、
地
域
に
新
し
い
住
ま
い
の
選
択
肢
を

提
供

　
・
観
光
価
値
の
進
化
：
宿
泊
が
単
な
る
消

費
行
動
で
は
な
く
、
地
域
生
活
の
共
創
プ
ロ

セ
ス
と
な
る

　
３

理
論
的
補
強
：
サ
ー
ビ
ス
・
ド
ミ
ナ

ン
ト
・
ロ
ジ
ッ
ク
（
Ｓ
Ｄ
Ｌ
）

　
本
モ
デ
ル
は
、
Ｖ
ａ
ｒ
ｇ
ｏ
＆
Ｌ
ｕ
ｓ
ｃ

ｈ
（
２
０
０
４
）
が
提
唱
し
た
サ
ー
ビ
ス
・

ド
ミ
ナ
ン
ト
・
ロ
ジ
ッ
ク
（
Ｓ
Ｄ
Ｌ
）
の
考

え
方
に
合
致
す
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｌ
で
は
、
価
値
は

「
モ
ノ
の
交
換
」
に
よ
っ
て
生
じ
る
の
で
は

な
く
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
受
け
手
が
相
互

に
関
与
す
る
価
値
共
創
（
ｃ
ｏ
－
ｃ
ｒ
ｅ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
。

　
段
階
的
移
住
に
お
い
て
は
、

　
・
短
期
滞
在
者
は
地
域
の
サ
ー
ビ
ス
を
享

受
す
る
消
費
者
で
あ
り
、

　
・
中
期
滞
在
者
は
施
設
・
地
域
生
活
へ
の

関
与
を
通
じ
て
共
創
の
主
体
へ
と
移
行
し
、

　
・
長
期
定
住
者
は
地
域
の
一
員
と
し
て
経

済
・
社
会
・
文
化
活
動
に
貢
献
す
る
共
同
創

造
者
と
な
る
。

　
さ
ら
に
、
従
来
の
観
光
で
は
「
サ
ー
ビ
ス

提
供
者
↓
消
費
者
」
と
い
う
一
方
向
の
関
係

で
あ
っ
た
も
の
が
、
本
モ
デ
ル
で
は
、
滞
在

者
と
地
域
住
民
が
共
に
価
値
を
創
出
す
る
価

値
共
創
（
Ｖ
ａ
ｌ
ｕ
ｅ
　
Ｃ
ｏ
―
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
の
場
と
な
り
、
観
光
が
一
過
性

の
消
費
で
は
な
く
、
地
域
社
会
の
持
続
性
に

貢
献
す
る「
共
創
型
観
光
」へ
と
進
化
す
る
。

ま
た
、
次
節
で
述
べ
る
フ
ァ
ン
ド
の
出
資
者

（
投
資
家
）
も
ま
た
、
資
金
提
供
を
通
じ
て

価
値
創
造
に
参
加
す
る
「
共
創
者
」
で
あ
る

と
い
う
位
置
づ
け
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
モ

デ
ル
に
よ
り
、
地
域
と
移
住
者
・
投
資
者
が

互
い
に
価
値
を
生
み
出
す
共
創
型
の
地
域
経

営
戦
略
が
構
築
さ
れ
る
。

　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
観
光
を
通
じ
た
関
係
人

口
創
出
・
住
宅
不
足
の
緩
和
・
地
域
経
済
の

活
性
化
を
同
時
に
実
現
し
、
次
章
の
投
資
モ

デ
ル
と
全
国
展
開
の
検
討
に
接
続
す
る
。

　
第
４
章
：
投
資
モ
デ
ル
と
全
国
展
開
の
可

能
性

　
１

施
設
再
生
と
投
資
モ
デ
ル
の
概
要

　
本
モ
デ
ル
は
、
老
朽
化
ホ
テ
ル
・
公
共
遊

休
施
設
・
企
業
の
保
養
所
等
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
、
短
期
滞
在
・
中
期
滞
在
・
地
元
住

民
の
三
層
共
助
型
コ
リ
ビ
ン
グ
施
設
と
し
て

再
生
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
初
期
投
資
は
概
ね
数
千
万
円
規
模
で
、
室

内
の
簡
易
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
家
具
・
家
電

の
導
入
、
共
用
部
の
整
備
と
い
っ
た
低
コ
ス

ト
改
修
で
事
業
を
開
始
可
能
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
遊
休
化
し
た
観
光
資
産
を
持
続
可

能
な
移
住
促
進
拠
点
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
２

観
光
型
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
の
価
値

こ
の
事
業
は
、単
な
る
宿
泊
施
設
で
は
な
く
、

社
会
的
価
値
と
経
済
的
価
値
を
両
立
す
る
観

光
型
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
設
計
可
能
で
あ
る
。

　
１

安
定
収
益
モ
デ
ル

　
ｏ
観
光
シ
ー
ズ
ン
は
短
期
宿
泊
で
収
益
を

確
保

　
ｏ
閑
散
期
は
中
期
滞
在
者
・
地
元
住
民
枠

で
稼
働
を
維
持

　
ｏ
投
資
回
収
期
間
は
概
ね
数
年
単
位
で
見

込
め
る

　
２

社
会
的
リ
タ
ー
ン

　
ｏ
地
域
の
住
宅
不
足
を
緩
和

　
ｏ
地
元
住
民
と
移
住
希
望
者
の
交
流
・
共

助
を
促
進

　
ｏ
関
係
人
口
を
創
出
し
、
最
終
的
な
定
住

に
つ
な
げ
る

　
３

地
域
ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
向
上

　
ｏ
遊
休
施
設
が
「
地
域
と
観
光
客
を
つ
な

ぐ
共
助
拠
点
」
と
し
て
再
生

　
ｏ
単
な
る
観
光
消
費
地
か
ら
「
関
係
人
口

が
循
環
す
る
地
域
」
へ
の
進
化
に
貢
献

　
３

全
国
展
開
の
可
能
性

　
こ
の
モ
デ
ル
は
、
二
つ
の
タ
イ
プ
の
地
域

に
展
開
可
能
で
あ
る
。

　
１

観
光
地
型（
例
：
宮
古
島
・
軽
井
沢
）

　
ｏ
観
光
客
増
に
よ
る
住
宅
不
足
を
、
共
助

型
住
居
で
緩
和

　
ｏ
観
光
収
益
で
運
営
を
支
え
、
移
住
定
着

を
促
進

　
２

過
疎
地
型
（
例
：
島
根
・
長
野
の
中

山
間
地
域
）

　
ｏ
空
き
家
や
公
共
遊
休
施
設
を
活
用

　
ｏ
観
光
と
移
住
促
進
を
両
立
す
る
関
係
人

口
拠
点
と
し
て
機
能

　
全
国
の
自
治
体
で
進
む
公
共
ア
セ
ッ
ト
の

遊
休
化
や
、民
間
保
養
所
の
閉
鎖
を
背
景
に
、

本
モ
デ
ル
は
地
域
再
生
の
テ
ン
プ
レ
ー
ト
と

し
て
広
く
展
開
可
能
で
あ
る
。
こ
の
モ
デ
ル

は
、
従
来
の
観
光
施
設
を
単
な
る
宿
泊
拠
点

か
ら
、
「
地
域
課
題
を
解
決
す
る
共
助
型
観

光
拠
点
」へ
と
変
革
さ
せ
る
潜
在
力
を
持
つ
。

　
第
５
章
：
結
論
と
観
光
産
業
へ
の
提
言

　
観
光
は
、
地
域
を
本
当
に
幸
せ
に
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
宮
古
島
の
空
に
は
、
今
日
も
飛
行
機
が
次

々
と
降
り
立
ち
、
観
光
客
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。
し
か
し
そ
の
裏
で
、
地
元
住
民
は

高
騰
す
る
家
賃
に
苦
し
み
、
空
き
家
は
観
光

用
途
に
変
わ
り
、
若
者
は
故
郷
を
離
れ
て
い

く
。
こ
の
現
実
は
、
観
光
の
光
が
強
ま
る
ほ

ど
、
影
も
ま
た
濃
く
な
る
こ
と
を
私
た
ち
に

突
き
つ
け
て
い
る
。

　
本
稿
で
提
案
し
た
「
移
住
型
観
光
フ
ァ
ン

ド
」は
、そ
の
光
と
影
を
同
時
に
受
け
止
め
、

地
域
の
未
来
を
共
に
描
く
挑
戦
で
あ
る
。
老

朽
ホ
テ
ル
や
遊
休
公
共
施
設
を
再
生
し
、
中

期
滞
在
型
の
移
住
準
備
施
設
へ
と
転
換
す

る
。
そ
こ
で
は
、
観
光
客
と
し
て
訪
れ
た
人

が
「
住
む
こ
と
」
を
試
し
、
や
が
て
地
域
の

仲
間
に
な
る
物
語
が
生
ま
れ
る
。
地
元
住
民

は
運
営
や
移
住
支
援
に
参
加
し
、
安
価
な
住

居
を
得
る
と
と
も
に
、
観
光
を
自
ら
の
手
で

地
域
価
値
に
変
え
て
い
く
。
さ
ら
に
、
全
国

の
投
資
家
が
こ
の
取
り
組
み
に
共
感
し
、
地

域
に
資
金
と
新
た
な
関
係
を
も
た
ら
す
。

　
観
光
・
移
住
・
投
資
が
ひ
と
つ
の
循
環
と

な
る
と
き
、
観
光
は
単
な
る
一
過
性
の
消
費

で
は
な
く
、
地
域
の
未
来
を
育
て
る
力
に
変

わ
る
。
日
本
の
観
光
産
業
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
数
値
上
の
誘
客
や
消
費
額
の
拡
大
で
は

な
い
。地
域
に
生
き
る
人
々
が
誇
り
を
持
ち
、

訪
れ
た
人
々
が
仲
間
と
な
り
、
外
か
ら
の
投

資
が
地
域
の
力
に
な
る
―
―
そ
の
循
環
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光
が
地
域
課

題
を
解
決
す
る
産
業
と
し
て
進
化
す
る
こ
と

こ
そ
、
日
本
の
観
光
立
国
の
次
の
ス
テ
ー
ジ

で
あ
る
。

　
終
章
：
観
光
の
未
来
に
寄
せ
て

　
人
は
、
古
来
よ
り
他
者
の
地
を
旅
し
、
土

地
と
出
会
い
、
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
自
ら

を
広
げ
て
き
た
。
か
つ
て
戦
で
争
っ
た
場
所

も
、
今
は
笑
顔
で
旅
人
を
迎
え
る
。
観
光
と

は
、
か
つ
て
の
境
界
線
を
越
え
、
他
者
と
の

関
係
を
紡
ぐ「
平
和
産
業
」に
他
な
ら
な
い
。

だ
が
そ
の
観
光
も
、
時
に
地
域
の
暮
ら
し
を

蝕
む
存
在
と
も
な
り
う
る
。
本
当
に
大
切
な

の
は
、
数
字
で
も
賑
わ
い
で
も
な
く
、
「
そ

の
土
地
に
生
き
る
人
々
の
幸
せ
」
な
の
で
は

な
い
か
。

　
本
稿
で
示
し
た
移
住
型
観
光
フ
ァ
ン
ド

は
、
志
あ
る
旅
人
と
、
受
け
入
れ
る
地
域
と

が
手
を
携
え
、
未
来
を
と
も
に
つ
く
る
仕
組

み
で
あ
る
。
一
過
性
で
は
な
く
、
持
続
可
能

な
「
関
係
人
口
」
が
、
地
域
と
と
も
に
暮
ら

し
を
築
く
こ
と
で
、
観
光
は
も
う
一
度
本
来

の
役
割
を
取
り
戻
せ
る
は
ず
と
考
え
る
。

　
観
光
経
済
新
聞
が
創
刊
か
ら

年
。
戦
後

の
混
乱
の
な
か
で
こ
の
産
業
が
生
ま
れ
育
っ

た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
の

年
も
ま
た
、
新

た
な
価
値
を
見
出
し
て
い
く
時
代
だ
ろ
う
。

観
光
が
、
地
域
の
灯
火
と
な
り
、
平
和
の
架

け
橋
と
な
り
、
そ
こ
に
生
き
る
人
と
訪
れ
る

人
の
心
を
温
め
る
未
来
を
私
は
信
じ
て
や
ま

な
い
。
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